
 

 

 

   ●●●避難活用情報避難活用情報避難活用情報                                 ●災害学習情報●災害学習情報●災害学習情報 

     ・浸水想定区域その他の浸水深さが予想される区域・浸水想定区域その他の浸水深さが予想される区域・浸水想定区域その他の浸水深さが予想される区域      ・水害の発生メカニズム、地形とはん濫形態・水害の発生メカニズム、地形とはん濫形態・水害の発生メカニズム、地形とはん濫形態   

               ・浸水予想、浸水実績、洪水到達時間・浸水予想、浸水実績、洪水到達時間・浸水予想、浸水実績、洪水到達時間                                 ・洪水の危険性、被害の内容、既往洪水の状況・洪水の危険性、被害の内容、既往洪水の状況・洪水の危険性、被害の内容、既往洪水の状況   

               ・避難の必要な区域・避難の必要な区域・避難の必要な区域                                                                  ・気象情報に関する事項・気象情報に関する事項・気象情報に関する事項   

               ・避難ルート上の危険箇所・避難ルート上の危険箇所・避難ルート上の危険箇所                                                      ・水害時の心得等・水害時の心得等・水害時の心得等   

               ・避難時の心得・避難時の心得・避難時の心得   

     ・洪水予報、避難情報の伝達方法・洪水予報、避難情報の伝達方法・洪水予報、避難情報の伝達方法   

               ・地下空間に関する情報・地下空間に関する情報・地下空間に関する情報   

               ・避難勧告等に対する避難管理基準等・避難勧告等に対する避難管理基準等・避難勧告等に対する避難管理基準等   
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記載事項一覧記載事項一覧記載事項一覧 

作成スケジュール作成スケジュール作成スケジュール 

（１）資料収集（１）資料収集（１）資料収集 

（２）基本的条件の決定（２）基本的条件の決定（２）基本的条件の決定 

（４）浸水情報の検討（４）浸水情報の検討（４）浸水情報の検討 

（３）基図の作成（３）基図の作成（３）基図の作成 

（５）避難情報の検討（５）避難情報の検討（５）避難情報の検討 

（６）洪水ハザードマップ原案の作成（６）洪水ハザードマップ原案の作成（６）洪水ハザードマップ原案の作成 

（７）洪水ハザードマップの作成（７）洪水ハザードマップの作成（７）洪水ハザードマップの作成 

      洪水ハザードマップの公表・普及洪水ハザードマップの公表・普及洪水ハザードマップの公表・普及 
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支援ツール支援ツール支援ツール 

●●●CGCGCG・・・VRVRVRによる洪水ハザードマップ作成による洪水ハザードマップ作成による洪水ハザードマップ作成   
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●ＲＣヘリによる浸水調査●ＲＣヘリによる浸水調査●ＲＣヘリによる浸水調査   

●３次元レーザー●３次元レーザー●３次元レーザー

   ・地形データの補足・地形データの補足・地形データの補足   

   ・河川断面の測量・河川断面の測量・河川断面の測量   
   ・地下空間形状の計測・地下空間形状の計測・地下空間形状の計測   

～安全・安心の暮らしづくり～～安全・安心の暮らしづくり～～安全・安心の暮らしづくり～   

洪水ハザードマップ洪水ハザードマップ  

 昨年の新潟・福井の水害に見られるように、局地的な集中豪雨により尊い人命・資産が失われて昨年の新潟・福井の水害に見られるように、局地的な集中豪雨により尊い人命・資産が失われて昨年の新潟・福井の水害に見られるように、局地的な集中豪雨により尊い人命・資産が失われて

います。このような近年頻発する豪雨災害を契機とし、「総合的な豪雨災害対策の推進」が急務といます。このような近年頻発する豪雨災害を契機とし、「総合的な豪雨災害対策の推進」が急務といます。このような近年頻発する豪雨災害を契機とし、「総合的な豪雨災害対策の推進」が急務と

なっています。当社では、水防法改正に伴う「洪水ハザードマップの作成・公表」に対応なっています。当社では、水防法改正に伴う「洪水ハザードマップの作成・公表」に対応なっています。当社では、水防法改正に伴う「洪水ハザードマップの作成・公表」に対応した、迅した、迅した、迅

速かつ適切な避難誘導支援ツールを提供します。速かつ適切な避難誘導支援ツールを提供します。速かつ適切な避難誘導支援ツールを提供します。 



洪水ハザードマップ洪水ハザードマップ

   ２．浸水想定区域図の作成２．浸水想定区域図の作成２．浸水想定区域図の作成   

   １．ＧＩＳによる基盤図、情報図の作成１．ＧＩＳによる基盤図、情報図の作成１．ＧＩＳによる基盤図、情報図の作成   

   洪水ハザードマップ作成に必要な基図、浸水情報、避難情報などの関係資洪水ハザードマップ作成に必要な基図、浸水情報、避難情報などの関係資洪水ハザードマップ作成に必要な基図、浸水情報、避難情報などの関係資

料を収集します。これらのデータはＧＩＳ（地理情報システム）を活用し、洪水ハ料を収集します。これらのデータはＧＩＳ（地理情報システム）を活用し、洪水ハ料を収集します。これらのデータはＧＩＳ（地理情報システム）を活用し、洪水ハ

ザードマップ作成に必要なデータベースを構築します。（地形、行政区域界、ザードマップ作成に必要なデータベースを構築します。（地形、行政区域界、ザードマップ作成に必要なデータベースを構築します。（地形、行政区域界、

道路、河川、メッシュデータ等）道路、河川、メッシュデータ等）道路、河川、メッシュデータ等）   

ー摘要指針・基準ーー摘要指針・基準ーー摘要指針・基準ー   
■■■   氾濫シミュレーション・マニュアル（案）氾濫シミュレーション・マニュアル（案）氾濫シミュレーション・マニュアル（案）   

■■■   浸水想定区域図作成マニュアル浸水想定区域図作成マニュアル浸水想定区域図作成マニュアル   

■■■   中小河川浸水想定区域図作成マニュアル中小河川浸水想定区域図作成マニュアル中小河川浸水想定区域図作成マニュアル   

   洪水ハザードマップの浸水情報には、浸水実績図及び浸水想定区域図が用洪水ハザードマップの浸水情報には、浸水実績図及び浸水想定区域図が用洪水ハザードマップの浸水情報には、浸水実績図及び浸水想定区域図が用

いられます。浸水想定区域図の作成に当たっては、はん濫解析が必要となりいられます。浸水想定区域図の作成に当たっては、はん濫解析が必要となりいられます。浸水想定区域図の作成に当たっては、はん濫解析が必要となり

ます。はん濫形態、河川の重要度に応じた解析方法を提案します。ます。はん濫形態、河川の重要度に応じた解析方法を提案します。ます。はん濫形態、河川の重要度に応じた解析方法を提案します。   

① 資料収集整理 

② 検討対象流量の設定 

③ 流下能力の把握 

④ はん濫原の特徴分析 

拡散型はん濫：２次元不定流解析 

⑤ はん濫解析 

流下型・貯留型はん濫：簡易手法解析 

⑥ 浸水想定区域図作成 

洪水到達時間分布、浸水深、流速分布 

浸水想定区域図浸水想定区域図浸水想定区域図   

昭和○○年○月浸水実績図昭和○○年○月浸水実績図昭和○○年○月浸水実績図

道路情報道路情報道路情報   河川情報河川情報河川情報

ーー  ：：  国道国道  

ーー  ：：  県道県道  

ーー  ：：  市道市道  

浸浸浸      水水水      情情情      報報報      

基基基   図図図   

行政区域界行政区域界  

市町村市町村

地形３Ｄ表示地形３Ｄ表示地形３Ｄ表示   

ハザードマップ作成ツールハザードマップ作成ツール  

避避避   難難難      情情情      報報報      

２．避難ルート・場所の分析２．避難ルート・場所の分析２．避難ルート・場所の分析   

   ３．土砂災害情報との共有３．土砂災害情報との共有３．土砂災害情報との共有   

   ＧＩＳを利用し、避難経路・場所の最適化を図りＧＩＳを利用し、避難経路・場所の最適化を図りＧＩＳを利用し、避難経路・場所の最適化を図り

ます。避難ルートは、水害・土砂災害などの災害ます。避難ルートは、水害・土砂災害などの災害ます。避難ルートは、水害・土砂災害などの災害

に対して安全に避難できるルートを選定します。に対して安全に避難できるルートを選定します。に対して安全に避難できるルートを選定します。         

また、避難場所は収容能力、位置、構造等を把また、避難場所は収容能力、位置、構造等を把また、避難場所は収容能力、位置、構造等を把

握し、昼夜間の歩行速度から浸水時に避難可能握し、昼夜間の歩行速度から浸水時に避難可能握し、昼夜間の歩行速度から浸水時に避難可能

な場所を選定します。な場所を選定します。な場所を選定します。   

１．要避難者数の算出１．要避難者数の算出１．要避難者数の算出   

   ＧＩＳを利用し、メッシュデータから浸水区域内ＧＩＳを利用し、メッシュデータから浸水区域内ＧＩＳを利用し、メッシュデータから浸水区域内

の浸水深毎に要避難者数及び世帯数を算定しの浸水深毎に要避難者数及び世帯数を算定しの浸水深毎に要避難者数及び世帯数を算定し

ます。また、災害時に援護が必要となる要援護ます。また、災害時に援護が必要となる要援護ます。また、災害時に援護が必要となる要援護

者数及び施設を把握し、対策検討の基礎資料と者数及び施設を把握し、対策検討の基礎資料と者数及び施設を把握し、対策検討の基礎資料と

します。します。します。   

   砂防ＧＩＳとの共有により、避難ルート上の危険砂防ＧＩＳとの共有により、避難ルート上の危険砂防ＧＩＳとの共有により、避難ルート上の危険

箇所を抽出するとともに、土石流・地すべり・急傾箇所を抽出するとともに、土石流・地すべり・急傾箇所を抽出するとともに、土石流・地すべり・急傾

斜地等の情報を掲載します。斜地等の情報を掲載します。斜地等の情報を掲載します。   

   ４．その他の避難情報４．その他の避難情報４．その他の避難情報   

   浸水が予想される地下空間情報、防災関係機浸水が予想される地下空間情報、防災関係機浸水が予想される地下空間情報、防災関係機

関、防災施設・設備、医療施設、ライフラインなど関、防災施設・設備、医療施設、ライフラインなど関、防災施設・設備、医療施設、ライフラインなど

を調査・把握し、洪水ハザードマップに掲載しまを調査・把握し、洪水ハザードマップに掲載しまを調査・把握し、洪水ハザードマップに掲載しま

す。す。す。   

避難ルート・避難場所避難ルート・避難場所  

要避難者数・要援護者数要避難者数・要援護者数要避難者数・要援護者数   

月浸水実績図月浸水実績図月浸水実績図   

河川情報河川情報河川情報   

■■  ：：  ○○流域○○流域  

■■  ：：  ○○流域○○流域  

■■  ：：  ○○流域○○流域  

河川改修事業河川改修事業  ○○川○○川  L= L= ○○ m m  
河川改修事業河川改修事業  ○○川○○川  L= L= ○○ m m  

避難時の基本的な考え方避難時の基本的な考え方避難時の基本的な考え方   
 ①要援護者等、すべてを含めた住民の確実な避難 

 ②避難行動における安全の確保 

 ③切迫した状況下での生命を守る最低限の行動の選択 

土砂災害危険箇所土砂災害危険箇所  

2km2km範囲範囲  

1km1km範囲範囲  

避難エリア避難エリア  


